表紙・投稿規定・ニュース・プレプリント・掲示板・編集後記・目次・裏表紙ほか by unknown
Title表紙・投稿規定・ニュース・プレプリント・掲示板・編集後記・目次・裏表紙ほか
Author(s)









物 性 研 究 第9巻 第4号
vol.9 円0.4
1
1. 本 誌 は､物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す るため ､研 究者 が そ
の研 究 意 見 を 自由 に発表 し討論 しあ い､ また､研 究 に関 連 した
情報 を速 や か に交 換 しあ うこ とを 目的 と して ､毎 月 1回編 集 ･
刊行 され ます｡ 掲 載 内容 は ､研 究論 文 ､研 究 会 ･国際 会議 な ど
の報 告 ､講義 ノー ト､研 究 に関 連 した諸 問 題 につ いて の意 見 ､
情 報 な どです｡
2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ い て は ､原 則rと して審査 は行 な い
ませ ん｡ 但 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す る こ とを著 し く不 適 当 と
認 め た もの につ い て は､改 訂 を求 夕)､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ
とが あ ります｡
3. 本 誌 の掲 載論 文 を他 の学 術 雑 誌 に引 用 す る と きは､著 者 の承
諾 を得 た上 で private communication 扱 い に して下 さ い｡
投稿規定
1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため原稿 は極 力簡 潔 にお書 き下 さ
い｡
2. 原稿 は400字 詰 原稿 用 紙 を使 用 して下 さい｡
3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ Jourrlal の投稿 規 定 に
に準 じ､ミスプ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とっ て下 さ
い｡
上 ツ キ､下 ツ キは特 に紛 わ しい もの の み を手旨志 して下 さい｡
英 字 の大 ､花 文 字 ､ ギ リシャの指 定 を忘 れ な い よ うに ､ O とa
と 0(ゼ ロ)､u とn と rr ､C とe､1 (ェ ル )と 1(イチ )､X と×
(カケ ル )､u とV 等 が一 番 間違 いや す い｡
4. 数 式 は 3イ子に わ た っ て大 き く書 い て下 さ い.
E: 1才子以 内 にお さ ま らな い可 能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改行
の際 の切 れ 目 を赤 て守旨定 して下 さ い ｡
6. 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡ - 頁以 内 に入 らな い図 は原 則
と して著者 に返送 し､書 き改:め て い た だ き ます｡
7. 投 稿 後 のノ京稿 の言丁正 は で き るだ け さけ る よ うに して下 さ い｡
8. 別 刷 が入 用 な場 合 は ､投 手高の際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申込
んで下 さい｡ 別 紙代 は下 記 方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ
き ます ｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た し ま-せ ん｡
p :物 研 出 来 上 り頁 数
Ⅹ :別 刷 所 要 部 数
a :別 刷 - 頁 の代 金 1円
b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き ) 10門
別 刷 代 - (a p +b)Ⅹ + 送 料
別 刷 代 金 は別 刷 を受 取 ? て か ら､ 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい｡
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 さ れ る こ とが あ り ます
す か ら､御 注 意 下 さ い｡
9. 原 稿 締 切 日 は毎 月20日 で 原 則 と して 次 月 発 行 誌 に掲 載 さ れ ま す
ます ｡
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Physics Depも.IUrliversity ofWestern (つntario,London,Ontaric
A土∋STRACT
lrhe eユectronユC Strucも-ure of one-dimensionaユ bユriary aユ10-
yB iS Studied ln I,eras Of exa_ct mathematical expres･SユOnS.
It is sholvVrlby c,Ounter examples TJhat もhe Saxon→Hutner
T凸eore皿 and its CorlVerSe rTilheoreln d｡ r10も necessarily _hold
forall potentialと;in general.VarlOuS Sufficient,coTidlも10nS
of valldlty are found for the Saxon-即ユtner Tl,leOrem and for
its ConverserllheC;rem.When the pEM entials are ⊥ocaii.Z∈三d and
syIlmetrlC' the priySical corユtelYiT,of these c〔)r⊥cliもiorlS are
analysed by mean.S ･Df ~拍e one→dimenSional scatもerlng Phase
.shlfもs of uIe iJ:idividuai constユtuent pc)もerltials.As art
example, it lS SboTvm thaTuboth t土1e Saxo‡〕-Hutner Theorem :lnd
ltsConverseThecJrem are Valid if the phase shifts of もーhe
two localized symmetric POteI'ltials formlrlg the bi.narv alloy
are solutions belcIng:irig t･O lclass:i.idefined in Section III.
1
+ Parも Of the present Work was caTri白d outatMathematl･CS
Department,University ofHc,ng Kong, 賀ong Kong.




INFRARED LATTIC,E VIB-RATIONS IN -Ba Srl-yF2 ANDy
Sr CaLyF 2y
dy
H .W.Verleur and A.S.ijarker'Jr.
jell r工Ielephone Laborator'ies' 工ncoTpOrated
Murray-fl'iil-New Jersey
A王3STl｡lACT
rlL･-Tie fa- infrared reflecもユ再 ty spectra oi'Sr Caト yF2y
ごIrl(i Sr f3aLvF2have been meaLSured both aTJroom temperatureV
3_nd at lOOOK oveェ､ bhe spe(-)tral range froln 10 も 0 100p,chang
eも a l . hay(-)observed a s.lLngle JRalrlan InOde _ui th(-3と;a CryE'.talF,
i-1Tld suggested thtr.lt a virtual-ion 1.lrlJ_Gel is rlPPllCab｣-e.This
IS t O be dlSt'･inguished froliH SuCh 叩 LStelriS aS uaAsyP1-y and
･J:ji:-SevS仁 y WhFjre +uhe a紺 eararlCe Of tvTC rel<St-5trahlen bandLS
leteidl:i to a r71ユOr∈三 COmPllCaもed I.IOijei. 巨工r亡きIl t･rl.･Juglrl the ref_Le-
ctivlty SPeCtra I)f i,h e s Ej mlXed fluorldes Lr_;･rl｡町 e.St':7ごn51a]tIyー
a L'Si.n.gュe rest.Strahlel'1band･ trieSe bar:Lds hartJ(i i;Om亡きfl‡ユe
sT,ru｡tLlrf∋. rl:he lエコfrLl三'ed r仁王StStrとtJTllF3rl bユI.-iO _ lSliftE;L三mOOthly
f･,Jr GfiA ･SyP仁y llS adaT)て一ed h the presen も case and s王〕om bo
【二jredi_cl,bot,h the :ticl,man an(i llfraTed spectra i-ncluilrlg the
fine StruCt.ilre. ThL3TnOd百日L rShoW S that the vi.Tもua1-ic)n
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京大特集号の記事にするために, 11月 12日に ｢湯川先生対物性ボス｣の
座談会を開いてか ら, 12月 28日に諸々の事務が片付 くまでのひと月半以上
の間,随分いろいろのことがあ った ような気がする｡ 5時間余 りの時間をとっ
てあ ったが ｡それでも時間が足 りなか ったのでは-･･-という印象が まず残 ったD
何か肝心 のこと,いちばん聞きたか ったことまで話が はこぼない中途半端のま
まで終 ったように思えたか らだ ｡ しかし,あながち時間の所為 ばか りではない
のかもしれないと,次第に考えるようにな った ｡ 座談会のあと,編集部 の若干
が集まってアルコール入 りの infor皿al ciiscussionを行 った . そこでも,
若手 としての意見や希望 ･不満が形にな らず,ブスブスとくすぶ っ_て,消えて
行 っただけだ った 0 11月い っば,hかか って,テープにとった話を書き取る作
業 を手分け して行 った ｡ 座談会のあと仕末なんて,二度 とごめんこうむ りたい
ものだ,と思 った人 も少 くなか ったかもしれない ｡ や っと出来 上った原稿 を,
雑誌にのせるまえに一応 〝エチケッ トとして n出席者 にまわ _LたOそこで 〝予
期 せぬ出来事 〝がおこった ｡ほぼ全員が訂正を申し出て来たのだO言葉のはし
ほ しにわずかに顔をみせていた,細かいニュアンスや本 当の気持が,当たりさ
わ りのない模範回答に書きかえられたとい う感 じである｡
一方,座談会に出席しなかった若手にテープを公開 し,聞いた感想を募 った
が,これ も何の反応 もなか った ｡
結局,個人個人の忙 しさやあせりが.研究上の悩みや体制への不満などを.
組織的系統的に考 えてみる時間的余裕を許さないのだろうか ? 何 もかもが個
人の次元に還元され,近視眼的な選択で尊が運んでいるような気がする｡
編集委員一同も気勢をそがれたのか,自分の仕事が忙 しすぎて手がまわ りか
ねたのか .最初の意気込みもどこへやらi ｢まあ.一応成功で した占｣とい う
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1､会 費 さ当 会 の 会 費 は前 納 制 を とっ て い ます｡ した が っ て
3月末 まで に な る だ け (]年 間 分 会 費 を倒 支 払 い下 さ い｡
な お新 規 購 読 の場 合 は下 記 の 会 費 以 外 に 入会 金 と して ､
100 円 お 支払 い下 さ い｡
※ l年 間 の 会 費
1stvolume 960 円
2nd volume 960 円
計 1,920 円
(1年 分 ま とめ て お 支 払 い が困 難 の 向 きは1volurR 分 ず
っ てトも結 構 で す｡)
2. 支払 いの 際 の注 意 :な るべ く振 替 用 紙 を御 利 用 の｣-j卸納 入下
さ い｡
な お 通 信車閲に送 金･内容 を必､ず 明言己して下 さい｡
3. 推 誌 購 読 者 以 外 の代 理 人 が購 読 料 を送 金 され る場 合 ､必 ず 三貴
言売者 本 人 の 名前 を明記 して下 さ い｡
4. 誌代 の支 払 遅 滞 の場 合 :当 会 の 原 則 として は ､正 当 な理 由 な
く 20Vol.以 _【二の言志代 を滞 糸内され た場 ノ合には ､送 本 をイ亭止 す る こ
とに な っ て い ます の で律tJ留 意 下 さ い｡
5. --一括 送 本 を受 け る場 合 :個 人購 読 中 に大 学 等 で一 括 配 布 を受
け る様 に な っ た場 合 は ､必 ず ｢個 人購二言売中 止 ､---一括 配 布 希 望 ｣
の通 知 を して下 さ い｡ 逆 の場 合 も同様 七､す0
6･ 送 本 先変 更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変 更 等 送 本 先 が変 っ た場
合 は ､必 ず逆 変ー更 届 を才是出 して下 さ い｡
学才変､石汗究 所 等 機 関 購 読
1. 会 費 :学 キ交 ･石汗究 所 等 で の購 言売及 び個 人 ごあ っ て も公費 払 い
の と きは機 関 会 員 とみ な し､代 金 は ､ 10Vol.1,8()0円 で す
この場 合 ､ 入会･金 は不 要 で す｡ 学 校 ､研 究 所･の 会 費 の 支 .払 い は
後 払 い で も結 構 で す. しか し購二言売申込 み を され る時 に支 払 い に
必 要 な請 求 見積 ､納 品書 各何 通 必 要 なの か をお知 らせ下 さ い｡
なお ､ 当会 の請 求 書 類 で は支 二払 い が で きな い様 で した ら､貴 校
貴研 究 機 関 の請 求書 類 を送 付 して下 さ い｡
2. 送 本 中止 の場 合 の連 絡 :発行 途 上 に あ る volume の購 読途中
中 止 は認 め られ ませ ん｡ 購 読 中止 され る場 合 に は ､ 1ケ 月前 ぐ
らい に中止 時 期 を明記 して ｢購 読 中11･.届 ｣を送 付 して 下ー さ いO
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